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　まず、タイトルの「フューチャー・アース」は「超学際科学」と呼ばれる領域の国際的枠

組みです。従来の環境問題の研究は、学術研究の業績を上げることを最優先に行われてお

り、政策に直接寄与することがあまりありませんでした。その反省のもとに「超学際科学」

は、科学者だけで研究するから良くない、ということで、どういう研究をすべきかを、ス

テークホルダーの方々と一緒に考え、問題解決に貢献することを提唱しています。

　私も「超学際科学」に携わり、フューチャー・アースの勉強会も主宰しています。しかし、

文系の研究者の方々があまり関わっていません。フューチャー・アースは、グローバルな

研究と地域とをどのように結びつけていくのかが課題となっており、その方法論などがわ

からない状態が続いています。運営委員長の塩谷昌史氏とこの講演会のお話をしている時

に、JCASと共催するので、この問題を本シンポジウムで考えようと企画しました。

　JCASがフューチャー・アースとどのように関わるべきか、関われるならどのように協

力するか御議論いただきたいと思います。本日、この問題を考えるために最適のゲストス

ピーカーをお招きしました。安成哲三先生と井上真先生です。

　安成先生は、フューチャー・アース本体の科学委員会の委員、日本学術会議のフュー

チャー・アース推進委員会の委員長、総合地球環境学研究所長という要職に就かれていま

す。フューチャー・アースの国際的展開だけでなく、日本の展開も牽引されています。

　今日はフューチャー・アースの具体的な御紹介と、フューチャー・アースにアジアとして

取り組むのがどれほど重要なのか、我々アジアに住む研究者はフューチャー・アースの推

進を担わなければならない責任があることについて、お話しいただけると思います。

　お二人目は井上先生です。御自身は超学際科学研究の業績も多数おありで、今日は御自

身のケースを御紹介いただき、フューチャー・アースに問いかけをしていただく御発表に

なっています。

　研究者の皆様にはフューチャー・アースに御協力いただきたいことと、一般の方々には

ステークホルダーとして「超学際科学」に御参加いただき、一緒に双方向のコミュニケー

ションを取り研究に参加していただきたいと思います。
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